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被災地に「ほっと一息被災地に「ほっと一息」」

　

保
団
連
・
協
会
は
８
月
11
日
、
東
日
本
大

震
災
対
応
に
つ
い
て
中
央
要
請
行
動
を
実
施

し
、
国
会
議
員
へ
の
働
き
か
け
や
厚
労
省
交

渉
、
院
内
集
会
な
ど
を
行
っ
た
。
兵
庫
協
会

か
ら
川
西
敏
雄
副
理
事
長
、
藤
田
誠
治
事
務

局
長
が
参
加
し
た
。
兵
庫
県
選
出
議
員
で
は

田
中
康
夫
（
新
党
日
本
）、
室
井
秀
子
両
衆

院
議
員
（
民
主
）
と
面
会
。
阪
神
・
淡
路
大

　

人
は
必
ず
死

ぬ
。
わ
か
っ
て
い

て
も
身
近
な
人
が

亡
く
な
る
と
冷
静

に
は
な
れ
な
い
。

病
気
で
亡
く
な
っ
て
も
、
ど
う

し
て
も
医
療
ミ
ス
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ

て
医
療
訴
訟
が
起
き
る
。
し
か

し
警
察
が
業
務
上
過
失
致
死
で

頻
繁
に
介
入
し
逮
捕
者
が
相
次

ぐ
の
は
行
き
過
ぎ
だ
。
福
島
の

大
野
病
院
で
の
産
婦
人
科
医
師

逮
捕
な
ど
が
そ
う
だ
。
た
だ

し
、
美
容
外
科
手
術
の
際
の
患

者
死
亡
な
ど
過
失
が
強
く
疑
わ

れ
る
例
も
あ
る
▼
死
因
究
明
推

進
法
を
成
立
さ
せ
て
厳
密
に
死

因
解
明
を
図
る
必
要
は
あ
る
。

し
か
し
、
司
法
は
な
に
が
な
ん

で
も
犯
罪
を
証
明
し
た
が
り
、

ミ
ス
を
し
た
医
師
の
一
部
に
は

責
任
逃
れ
に
必
死
の
人
も
い
る

ら
し
い
。
死
因
究
明
に
は
医
療

の
特
殊
性
を
考
え
て
メ
ン
バ
ー

を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
権
力

に
迎
合
す
る
人
を
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
だ
が
、

専
門
家
と
称
す
る
大
学
教
授
な

ど
で
も
臨
床
の
実
態
に
は
疎
い

人
も
い
て
、
人
選
は
な
か
な
か

難
し
い
よ
う
だ
。
船
舶
や
航
空

機
の
事
故
調
査
委
員
会
な
ど
を

参
考
に
す
べ
き
だ
ろ
う
▼
か
つ

て
日
本
で
も
、
軍
が
絶
対
権
力

を
持
っ
て
い
た
時
代
に
は
多
く

の
事
件
や
事
故
が
闇
に
葬
ら
れ

た
。
天
皇
陛
下
の
た
め
に
死
ぬ

の
が
日
本
臣
民
の
務
め
だ
っ
た

時
代
で
は
、
人
の
命
な
ん
ぞ
は

大
日
本
帝
国
を
維
持
す
る
た
め

に
し
か
存
在
し
な
い
。
人
権
な

ど
と
い
う
概
念
す
ら
存
在
し
な

か
っ
た
。
広
島
や
長
崎
の
原
爆

は
旧
日
本
軍
だ
け
で
な
く
米
軍

も
事
実
を
隠
匿
し
よ
う
と
し
た

▼
現
代
で
も
、
高
速
鉄
道
事
故

で
中
国
当
局
は
事
故
の
真
実
を

隠
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
目
立
っ

た
。
究
明
す
べ
き
真
実
を
隠
す

の
は
恥
ず
べ
き
行
為
で
、
真
実

は
追
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い （
海
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

2010年国保自治体アンケート結果 ３面

６面第19回日常診より
CKD通院者にみられるリスクファクター

研
面
究

私の地元自慢⑫「坂越」 ５面

震
災
時
に
実
績
の
あ
る
医
療
施
設
近
代
化
施

設
整
備
事
業
な
ど
、
被
災
民
間
医
療
機
関
へ

の
公
的
支
援
の
早
期
実
施
を
強
く
要
請
し

た
。
要
請
を
受
け
て
田
中
議
員
は
、
厚
労
省

に
対
し
て
被
災
民
間
医
療
機
関
へ
の
公
的
支

援
の
問
題
を
指
摘
。
８
月
24
日
に
保
団
連
・

兵
庫
協
会
、
厚
労
省
、
新
党
日
本
・
国
民
新

党
に
よ
る
懇
談
会
が
実
現
し
た
。

再建へ公的支援を再建へ公的支援を

　

８
月
11
日
の
議
員
要
請
で
、

被
災
医
療
機
関
へ
の
公
的
支
援

に
つ
い
て
田
中
康
夫
衆
院
議
員

は
「
少
な
く
と
も
阪
神
の
際
に

適
用
さ
れ
た
実
績
の
あ
る
も
の

は
早
急
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
強
調
。
室
井
秀
子

衆
院
議
員
も
「
医
療
機
関
の
再

建
は
地
域
の
再
生
に
極
め
て
重

要
」
と
応
じ
た
。

「
医
療
施
設
災
害
復
旧
費

補
助
金
」活
用
は
不
十
分

　

厚
労
省
は
現
在
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
時
に
行
わ
れ
た
「
医

療
施
設
近
代
化
施
設
整
備
事

業
」
の
被
災
医
療
機
関
へ
の
拡

大
適
用
を
引
き
継
ぐ
位
置
づ
け

で
「
医
療
施
設
災
害
復
旧
費
補

助
金
」の
適
用
を
進
め
て
い
る
。

　

11
日
の
保
団
連
の
厚
労
省
交

渉
と
、
そ
の
後
の
資
料
提
供
で

明
ら
か
に
な
っ
た
進
捗
状
況
で

は
、
申
請
医
療
機
関
は
一
部
損

壊
・
半
壊
の
み
で
病
院
１
２
３

件
（
被
災
３
０
０
件
・
41
％
）、

協会メーリングリスト
参加者募集中！

診療情報や医療制度から趣味まで
　　会員同士による交流、情報交換の場

お申し込みは、hyogo-hok@doc-net.or.jpへ

室
井
秀
子
（
上
右
）、
田
中
康
夫
（
下
左
）
両
衆
院
議
員
に
川
西
敏
雄

副
理
事
長
（
上
左
）
と
藤
田
事
務
局
長
（
下
右
）
が
要
請
（
８
月
11
日
）

　

協
会
は
被
災
地
支
援
の
取
り

組
み
と
し
て
、
福
島
協
会
の
協

力
も
得
て
、
８
月
20
日
に
い
わ

き
市
湯
本
で
「
ほ
っ
と
一
息
コ

ン
サ
ー
ト
」
と
健
康
相
談
を
開

催
し
た
。
避
難
者
や
被
災
地
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
50
人
が
集
ま

り
、
協
会
か
ら
広
川
恵
一
、
清

水
映
二
両
理
事
が
参
加
し
た
。

　

広
川
理
事
が
医
療
活
動
で
被

災
地
を
訪
れ
た
際
に
、「
不
安

な
中
で
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
に
、
ほ
っ
と
一
息
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
思
い

か
ら
今
回
の
企
画
と
な
っ
た
。

　

会
場
は
、
福
島
第
一
原
発
か

ら
49
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
原
発
に

最
も
近
い
温
泉
地
。
当
地
に
28

軒
あ
る
旅
館
は
す
べ
て
避
難
者

や
支
援
の
人
た
ち
の
受
け
入
れ

で
通
常
営
業
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
再
開
の
見
通
し
も
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
協
会
西

宮
・
芦
屋
支
部
で
以
前
か
ら
交

流
の
あ
る
二
胡
奏
者
の
劉
揚

（
り
ゅ
う
・
や
ん
）
氏
が
、
会

場
と
な
っ
た
旅
館
「
新
つ
た
」

と
ゆ
か
り
の
あ
る
野
口
雨
情
の

「
赤
い
靴
」
な
ど
童
謡
の
メ
ド

レ
ー
や
美
空
ひ
ば
り
の
曲
な
ど

を
奏
で
、
参
加
者
は
心
に
沁
み

る
二
胡
の
音
色
に
眼
を
潤
ま
せ

て
聞
き
入
っ
た
。

　

健
康
相
談
で
は
、
清
水
理
事

や
、
福
島
協
会
か
ら
木
村
守
和

理
事
、
緑
川
靖
彦
医
師
ら
が
応

対
し
、
参
加
者
の
血
圧
測
定
や

発
作
性
頻
脈
な
ど
の
相
談
に
応

じ
た
。

盛
況
だ
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト

清
水
理
事（
奥
右
）ら
が
健
康
相
談
に
応
じ
た

医
科
診
療
所
１
５
３
件
（
被
災

１
２
５
９
件
・
12
％
）、
補
助

金
の
申
請
額
（
事
前
協
議
額
）

は
１
１
６
億
円
と
な
っ
て
い
る

（
い
ず
れ
も
公
的
医
療
機
関
含

む
）。

　

し
か
し
、
こ
の
申
請
に
対
し

て
実
際
に
８
月
18
日
に
医
政
局

が
発
表
し
た
交
付
決
定
は
、
わ

ず
か
３
施
設
で
１
億
２
８
２
万

円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
最

終
的
に
は
２
０
３
医
療
機
関
に

94
億
円
の
補
助
金
が
執
行
さ
れ

た
も
の
の
、
２
次
救
急
・
在
宅

当
番
医
等
、
国
の
政
策
医
療
へ

の
協
力
が
前
提
で
あ
っ
た
た

め
、
産
婦
人
科
、
歯
科
医
療
機

関
等
が
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
。

　

今
回
の
災
害
復
旧
費
補
助
金

で
も
同
じ
条
件
と
な
っ
て
お

り
、
対
象
医
療
機
関
を
選
別
す

る
重
大
な
問
題
を
含
ん
だ
制
度

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

た
、
歯
科
診
療
所
が
除
外
さ
れ

て
い
る
根
拠
に
つ
い
て
は
明
言

を
避
け
た
。

　

住
江
会
長
は
「
す
で
に
被
災

医
療
機
関
か
ら
は
１
１
６
億
円

も
の
補
助
金
申
請
が
出
て
い

る
。
一
刻
も
早
い
執
行
の
た
め

に
、
仮
払
い
な
ど
の
対
応
も
含

め
て
早
急
に
検
討
し
て
ほ
し

い
」
と
重
ね
て
要
望
し
た
。

　

田
中
康
夫
議
員
は
「
対
象
拡

大
は
政
治
の
決
断
が
必
要
」
と

し
た
上
で
、
産
婦
人
科
・
歯
科

医
療
機
関
等
が
対
象
か
ら
外
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
「
患

者
の
立
場
か
ら
み
て
説
明
が
つ

か
な
い
」
と
指
摘
。
厚
労
省
に

対
し
て
、
改
め
て
文
書
で
根
拠

を
示
す
よ
う
求
め
る
と
と
も

に
、
補
助
金
の
早
期
執
行
を
改

め
て
要
請
し
た
。

　

こ
の
日
の
出
席
は
、
新
党
日

本
か
ら
田
中
康
夫
代
表
、
国
民

新
党
か
ら
下
地
幹
郎
幹
事
長
、

中
村
慶
一
郎
・
吉
村
剛
太
郎
両

顧
問
、
斉
藤
豊
事
務
局
長
、
厚

労
省
か
ら
大
谷
泰
夫
医
政
局

長
、
外
村
正
美
・
柴
山
圭
広
両

課
長
補
佐
、
岡
耕
一
郎
係
長
、

保
団
連
か
ら
住
江
憲
勇
会
長
、

寺
尾
正
之
事
務
局
次
長
、
工
藤

光
輝
事
務
局
主
幹
、
兵
庫
協
会

か
ら
藤
田
誠
治
事
務
局
長
、
高

山
忠
徳
事
務
局
員
。

　

11
日
の
田
中
康
夫
議
員
へ
の

要
請
を
通
じ
て
、
24
日
に
保
団

連
・
兵
庫
協
会
、
厚
労
省
、
新

党
日
本
・
国
民
新
党
に
よ
る
懇

談
会
が
、
国
民
新
党
本
部
で
開

催
さ
れ
た
。

　

こ
の
な
か
で
住
江
憲
勇
保
団

連
会
長
は
、
医
療
施
設
災
害
復

旧
費
補
助
金
の
早
急
な
支
給
決

定
を
求
め
る
と
と
も
に
、
産
婦

人
科
、
歯
科
医
療
機
関
等
を
除

外
せ
ず
、
す
べ
て
の
被
災
医
療

機
関
を
対
象
と
す
る
こ
と
な
ど

を
強
く
要
請
し
た
。

　

兵
庫
協
会
か
ら
は
、
産
婦
人

科
に
つ
い
て
地
域
独
自
の
救
急

対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

歯
科
に
つ
い
て
は
休
日
歯
科
診

療
所
が
国
の
救
急
医
療
事
業
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
厚
労
省
の
大

谷
泰
夫
医
政
局
長
は
、
阪
神
で

適
用
外
に
な
っ
た
も
の
を
今
回

対
象
に
す
る
場
合
理
由
が
説
明

で
き
な
い
、
地
域
独
自
の
産
婦

人
科
の
救
急
対
応
を
国
の
補
助

金
の
対
象
と
す
る
の
は
無
理
が

あ
る
、
な
ど
と
対
象
拡
大
は
困

難
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。
ま

厚
労
省
医
政
局
長
ら
と
懇
談
会

「
医
療
施
設
補
助
金 

早
急
に
」

国
民
新
党
・
下
地
幹
事
長
、
新
党
日
本
・
田
中
代
表
も
出
席

厚労省医政局長らと懇談し公的支援の抜本拡充を求めた（８月24日、国民新党本部）

被災民間
医療機関

国民新党・新党日本の仲介で厚労省医政局長に直接要請
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近畿各地から82人が参加した

会
員
訃
報

金
田　

安
弘
先
生

姫
路
市　

内
・
循
・
呼
科

８
月
17
日　

享
年
65
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

求　
　

人

求　
　

人

◇
歯
科
医
師
（
常
勤
）

◇
勤
務
地　

神
戸
市
北
区

◇
条
件　

40
万
円
以
上

◇
お
問
い
合
わ
せ
は

　

☎
078
｜
393
｜
１
８
０
９

　

協
会　

松
村
ま
で

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
会

発行　かもがわ出版、定価
1000円（税抜）お求めは、
☎078－393－1807協会事務
局まで　　　　　　　　　

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
８

月
20
日
、「
被
爆
者
医
療
か
ら

見
た
福
島
原
発
事
故
」
を
テ
ー

マ
に
学
習
会
を
開
催
し
、
兵
庫

協
会
の
郷
地
秀
夫
副
理
事
長
が

講
師
を
務
め
た
。

　

近
畿
各
県
か
ら
82
人
が
参

加
。
兵
庫
協
会
か
ら
、
武
村
義

人
、
加
藤
擁
一
、
林
祐
介
、
川

西
敏
雄
各
副
理
事
長
、
口
分
田

勝
、
八
木
秀
満
、
田
渕
光
各
理

事
、
山
中
忍
評
議
員
ら
22
人
が

参
加
し
た
。

　

郷
地
先
生
は
、
被
爆
者
医
療

に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
人
体
へ

の
影
響
な
ど
を

解
説
し
た
。

　

「
直
ち
に
健

康
に
影
響
を
及

ぼ
す
心
配
は
な

い
」
と
の
政
府

の
説
明
に
対

し
、
放
射
線
障

害
は
何
年
も
後

に
表
れ
る
と
強

調
。
広
島
・
長

崎
原
爆
で
も
、

２
０
２
０
年
に

被
害
が
最
大
に

な
る
と
予
想
さ

れ
て
お
り
、
放
射
線
障
害
の
実

相
は
ま
だ
一
部
し
か
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
と
述
べ
た
。
特

に
問
題
な
の
は
、
内
部
被
曝
を

起
こ
す
α
線
・
β
線
が
全
く
測

定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
こ

れ
は
原
爆
症
と
共
通
し
て
い
る

と
指
摘
し
た
。

　

郷
地
先
生
は
ま
た
、
今
回
の

事
故
に
つ
い
て
、
原
子
力
安
全

委
員
会
も
保
安
院
も
ヨ
ウ
素
と

セ
シ
ウ
ム
の
放
出
量
し
か
公
開

し
て
い
な
い
が
、
正
確
な
実
態

把
握
に
は
そ
の
他
の
核
種
と
放

出
量
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ

た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
の
際
に
は
、
そ
の
他
の
核
種

に
つ
い
て
も
放
出
量
が
公
開
さ

れ
て
い
た
と
紹
介
し
、
政
府
が

被
害
を
過
小
評
価
す
る
た
め
に

情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
と
批
判
。
土
壌
・
水
の
汚
染

状
況
な
ど
と
あ
わ
せ
、
情
報
の

公
開
を
求
め
、
被
害
の
実
相
を

明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
訴
え
た
。

　

会
場
か
ら
は
、「
内
部
被
曝

の
実
態
を
知
る
た
め
に
は
、
ど

ん
な
調
査
が
必
要
か
」
な
ど
質

問
が
出
さ
れ
、
郷
地
先
生
が
丁

寧
に
回
答
し
た
。

　

核
戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県

医
師
の
会
（
代
表
・
口
分
田
勝

協
会
理
事
）
は
８
月
20
日
、
第

30
回
総
会
を
協
会
会
議
室
で
開

催
し
、
45
人
が
参
加
。
記
念
企

画
と
し
て
、
九
州
大
学
准
教
授

の
直
野
章
子
氏
に
よ
る
講
演

「
被
爆
者
の
声
を
聴
い
て
き

て
」
と
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。

　

直
野
氏
は
、
政
府
が
戦
後
貫

い
て
き
た
、
太
平
洋
戦
争
で
日

本
国
民
が
受
け
た
被
害
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
ひ
と
し
く
受
忍

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

「
戦
争
被
害
受
忍
論
」
が
、
原

爆
被
爆
者
た
ち
を
苦
し
め
て
き

た
と
述
べ
た
。「
戦
争
被
害
受

忍
論
」
に
よ
り
、
原
爆
被
爆
者

対
策
が
戦
争
被
害
の
補
償
で
は

な
く
、「
特
別
の
社
会
保
障
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
に
十

分
な
保
障
が
で
き
て
い
な
い
と

解
説
し
た
。

　

今
回
の
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
の
事
故
に
際
し
て
も
、
す

で
に
被
曝
者
へ
の
差
別
が
発
生

し
て
い
る
と
懸
念
を
示
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
転
換
を

求
め
る
活
動
を
行
う
こ
と
、
全

国
反
核
医
師
の
会
作
成
の
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

日
本
語
版
の
普
及
を
進
め
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
行
わ

れ
た
被
爆
ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、「
国
際

平
和
デ
ー
会

議
」
で
、
国
連

の
潘
基
文
国
連

事
務
総
長
の
前

で
演
奏
を
行
っ

た
林
琢
也
氏
の

ピ
ア
ノ
演
奏
と

石
崎
育
子
氏
に

よ
る
ヘ
ル
マ
ン

ハ
ー
プ
の
演
奏

が
行
わ
れ
た
。

　

総
会
議
事
で

は
、
活
動
方
針

と
し
て
、
政
府

の
原
発
依
存
の

　

福
島
第
一
原
発
事
故
を
契

機
に
、
放
射
能
被
曝
に
よ
る

健
康
被
害
が
多
く
の
書
籍
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
書
籍
の
多

く
は
工
学
技
術
系
の
研
究
者

や
医
学
研
究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
に
よ
る
も
の
で
、
人

体
へ
の
健
康
被
害
へ
の
警
鐘

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

著
者
は
、
長
年
に
わ
た
り

被
爆
者
医
療
に
携
わ
り
、
被

ば
く
に
よ
る
健
康
被
害
と
被

爆
者
認
定
訴
訟
の
経
緯
を
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
。

　

原
爆
の
影
響
を
矮
小
化
し

続
け
る
政
府
に
対
し
、
臨
床

の
場
で
学
ん
だ
放
射
能
汚
染

・
被
曝
の
真
実
に
今
回
の
福

島
第
一
原
発
事
故
を
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

起
き
る
で
あ
ろ
う
健
康
被
害

に
つ
い
て
率
直
な
意
見
を
述

べ
て
い
ま
す
。

　

政
府
の
「
直
ち
に
健
康
へ

の
影
響
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
い
う
言
葉
は
、
被
爆

者
医
療
へ
の
対
応
と
同
様
、

放
射
能
の
影
響
を
詐
欺
ま
が

い
に
矮
小
化
す
る
象
徴
以
外

の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

原
爆
と
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
能
汚
染
の
相
違
、
放
射

性
物
質
か
ら
崩
壊
過
程
で
放

出
さ
れ
る
ア
ル
フ
ァ
線
、
ベ

ー
タ
線
、
ガ
ン
マ
線
、
中
性

子
線
の
細
胞
の
障
害
性
の
違

い
、
検
出
の
さ
れ
方
の
違
い

な
ど
に
触
れ
、
高
濃
度
汚
染

地
域
で
今
後
多
大
な
健
康
被

害
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
晩

発
障
害
（
確
率
的
影
響
）、

確
実
に
拡
大
を
続
け
る
汚
染

自
然
環
境
・
生
態
系
を
通
し

て
二
次
的
に
起
き
て
く
る
内

部
被
曝
に
よ
る
晩
発
障
害
に

つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
記

載
に
著
者
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
お
り
、
放
射
能
に
よ
る

健
康
被
害
と
わ
が
国
の
原
子

力
政
策
の
闇
を
見
つ
め
、

今
、
日
本
国
民
が
取
る
べ
き

道
を
考
え
る
上
で
ま
た
と
な

い
教
科
書
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

【
東
灘
区　

森
岡　

芳
雄
】

（
左
）
被
爆
ピ
ア
ノ
に

よ
る
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

（
上
）
講
演
す
る
直
野

氏

隠
さ
れ
る
放
射
線
被
害
の
実
相

郷
地
副
理
事
長
が
講
演

協
会
副
理
事
長　

郷
地　

秀
夫　

著

被
爆
者
医
療
か
ら
見
た
原
発
事
故

被
爆
者
２
０
０
０
人
を
診
察
し
た
医
師
の
警
鐘

被爆者苦しめる　　
　　戦争被害受忍論

　核兵器禁止条約の多国間交渉を2015年ま
でに開始しようという声を高めるための国際
キ ャ ン ペ ー ン「ICAN（international 
campaign to abolish nuclear weapons）」。
この活動を紹介するパンフレットの日本語版
を、核戦争に反対する医師の会が作成しまし
た（無料）。ぜひ、ご利用ください。

核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）
パンフレットをご利用くださいパンフレットをご利用ください

土
肥　
　

勝
先
生

明
石
市　

外
・
泌
・
放
科

８
月
28
日　

享
年
84
歳ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807　平田まで

日　時　９月23日（祝・金）14時～16時30分
会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　前宜野湾市長　伊波　洋一氏
　　　　元官房副長官補（安全保障・危機管理担当）
　　　　　　　　　　　柳澤　協二氏
コーディネーター
　　　　石川　康宏氏（神戸女学院大学教授）
参加費　500円
主　催　兵庫県保険医協会、兵庫県民主医療機関連合会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

市民公開
講　　座

どうする？米軍基地問題
～日米安保の是非を超えて～

チケット　2800円（高大生2300円、中学生以下・障がい者1800円、当日券は＋500円）
作・演出　田中暢　振付・演出　石橋寿恵子　音　楽　Matsunobu
主　催　　大阪・神戸憲法ミュージカル2011実行委員会

協会文化部斡旋企画 市民100人が、中村哲医師の30年の軌跡を描くミュージカル

ペシャワール会、中村哲医師ペシャワール会、中村哲医師
「命を救うには薬よりも、まず水だ」「命を救うには薬よりも、まず水だ」
孤立のアフガンに、1600の井戸を掘る

10月30日（日）14：30~　神戸文化ホール

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817　吉永まで

反核医師の会・総会

10月１日（土）門真市・ルミエールホール／10日（祝）大阪市・メルパルクホール
／22日（土）八尾市・プリズムホール／23日（日）岸和田市・浪切ホール
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県
下
全
自
治
体
を
対
象
に
協

会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
国
民

健
康
保
険
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト

の
２
０
１
０
年
分
結
果
で
、
国

保
保
険
証
の
未
交
付
率
が
６
・

８
％
と
、
調
査
開
始
以
降
、
引

き
続
き
最
悪
の
水
準
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
短
期

保
険
証
の
発
行
率
も
、
今
年
は

調
査
以
来
、
過
去
最
悪
の
７
・

０
％
と
な
っ
た
。

自治体名 交付対象
世 帯 数 未交付数 未交付率

（％）
減　免
世帯数

減免率
（％）

神戸市 242,619 10,798 4.5 158,594 68.4
尼崎市 80,736 11,157 13.8 44,027 63.3
伊丹市 30,090 3,362 11.2 13,590 50.8
宝塚市 33,166 117 0.4 13,379 40.5
川西市 保険証の更新なし 9,118 ―
三田市 10,860 39 0.4 4,562 42.2
西宮市 65,556 4,616 7.0 30,279 49.7
芦屋市 12,957 358 2.8 7,966 63.2
明石市 42,331 1,490 3.5 26,491 64.9
加古川市 39,391 2,085 5.3 世帯数の把握なし ―
高砂市 13,990 799 5.7 8,443 64.0
西脇市 7,062 139 2.0 3,509 50.7
三木市 12,860 1,607 12.5 140 1.2
小野市 7,165 904 12.6 3,363 53.7
加西市 6,752 52 0.8 36 0.5
姫路市 81,018 12,724 15.7 36,888 54.0
相生市 5,140 367 7.1 2,367 49.6
赤穂市 7,120 554 7.8 3,306 50.4
たつの市 11,486 219 1.9 5,296 47.0
宍粟市 6,117 0 0.0 2,345 38.3
加東市 5,193 527 10.1 28 0.6
洲本市 8,028 303 3.8 4,415 57.2
淡路市 8,887 786 8.8 4,390 54.2
南あわじ市 8,716 226 2.6 4,246 50.0
豊岡市 13,727 636 4.6 7,417 56.7
養父市 4,059 136 3.4 20 0.5
朝来市 4,736 204 4.3 21 0.5
篠山市 6,446 62 1.0 2,788 43.7
丹波市 9,920 173 1.7 4,659 47.8
猪名川町 3,905 2 0.1 1,256 32.2
多可町 保険証の更新なし 1,383 ―
稲美町 4,668 564 12.1 2,107 51.3
播磨町 5,259 224 4.3 415 8.2
神河町 1,720 48 2.8 回答なし ―
市川町 保険証の更新なし 913 ―
太子町 4,081 0 0.0 1,768 43.3
福崎町 2,659 264 9.9 14 0.6
上郡町 2,510 142 5.7 0 0.0
佐用町 2,787 93 3.3 1,143 42.4
新温泉町 2,527 0 0.0 1,192 47.2
香美町 3,254 0 0.0 8 0.2

計 819,498 55,777 6.8 411,882 55.3

表　市町別の国保保険証交付状況と保険料減免状況
（2010年12月１日現在）

　

国
保
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
１
９

８
８
年
以
来
、
18
年
連
続
で
す

べ
て
の
自
治
体
か
ら
回
答
を
得

て
い
る
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
国
保
保
険
証
の
更
新
時
期

で
あ
る
２
０
１
０
年
12
月
１
日

現
在
の
保
険
証
の
「
未
交
付
」

は
５
万
５
７
７
７
人
で
、
全
交

付
対
象
者
に
占
め
る
割
合
は
６

・
８
％
。
過
去
最
高
と
な
っ
た

昨
年
の
６
・
６
％
か
ら
さ
ら
に

増
加
し
た
（
図
１
）。

　

未
交
付
状
況
を
自
治
体
別
に

み
る
と
、
姫
路
市
の
15
・
７
％

か
ら
尼
崎
市
13
・
８
％
、
小
野

市
12
・
６
％
、
三
木
市
の
12
・

５
％
と
続
き
、
７
自
治
体
で
10

人
に
１
人
は
保
険
証
が
交
付
さ

れ
て
い
な
い
。
昨
年
、
一
昨
年

と
未
交
付
10
％
超
の
自
治
体
は

５
自
治
体
で
あ
り
、
状
況
の
悪

化
を
示
し
て
い
る
（
表
）。

減
額
制
度
利
用
が
半
数
超

負
担
能
力
超
え
る
保
険
料

　

保
険
料
の
減
免
制
度
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
は
、
保
険
証
交

付
世
帯
比
55
・
３
％
。
半
数
以

上
が
正
規
の
保
険
料
を
払
え
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
加
入
世
帯

の
所
得
に
対
し
て
保
険
料
が
高

す
ぎ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

「
短
期
保
険
証
」
発
行
世
帯

は
、
５
万
９
２
１
７
世
帯
で
、

昨
年
の
５
万
１
５
７
８
世
帯
か

ら
増
加
し
て
い
る
。
被
保
険
者

世
帯
比
で
７
・
０
％
と
こ
れ
ま

で
で
最
悪
の
水
準
と
な
っ
た

（
図
２
）。

　

「
資
格
証
明
書
」
発
行
世
帯

も
、
８
５
８
５
世
帯
で
、
被
保

険
者
世
帯
比
で
１
・
０
％
と
昨

年
の
１
・
１
％
よ
り
は
改
善
し

た
も
の
の
、
依
然
、
滞
納
者
へ

の
対
応
の
厳
し
さ
は
増
し
て
い

る
と
言
え
る
。

　

今
回
か
ら
国
民
健
康
保
険
法

44
条
に
基
づ
く
医
療
費
自
己
負

担
軽
減
（
※
２
）
に
つ
い
て
回

答
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
09
年
の

台
風
９
号
に
よ
る
水
害
被
害
者

を
含
め
全
県
で
４
５
５
人
し
か

適
用
が
な
い
と
と
も
に
、
10
自

治
体
で
、
対
応
す
る
条
例
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。

国
庫
負
担
を
元
に
戻
せ

　

41
自
治
体
の
う
ち
37
自
治
体

が
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の

改
善
の
た
め
に
「
国
保
へ
の
国

庫
負
担
を
増
や
す
べ
き
だ
」
と

回
答
し
て
い
る
。

　

自
治
体
国
保
会
計
に
占
め
る

国
庫
負
担
の
割
合
は
79
年
に
64

・
２
％
あ
っ
た
が
、
07
年
度
に

は
25
％
ま
で
減
ら
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
国
庫
負
担
減
が
、
保
険

料
を
高
騰
さ
せ
る
大
き
な
原
因

に
な
っ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
自
治
体
に
国
保
運

営
の
改
善
を
迫
る
と
と
も
に
、

国
に
対
し
て
も
国
庫
負
担
を
80

年
代
の
45
％
に
戻
す
こ
と
を
求

め
て
い
る
。

※
１　

短
期
保
険
証
と
資
格
証

明
書
＝
国
保
法
で
は
、
保
険
料

滞
納
世
帯
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
科
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
納
付

期
間
を
過
ぎ
、
督
促
を
行
っ
て

も
納
付
し
な
い
場
合
は
、
通
常

の
保
険
証
よ
り
も
有
効
期
限
の

短
い
（
１
カ
月
〜
６
カ
月
）
短

期
保
険
証
の
発
行
対
象
と
な

る
。

　

さ
ら
に
、
納
付
期
限
か
ら
１

年
が
過
ぎ
る
と
、
被
保
険
者
資

格
証
明
書
の
発
行
対
象
と
な

る
。
資
格
証
明
書
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
た
際
、
い
っ
た
ん

全
額
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
と
い
う
も
の

で
、
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と

が
極
め
て
困
難
に
な
る
。
97
年

（
00
年
施
行
）
の
国
保
法
改
定

で
、
発
行
が
義
務
化
さ
れ
た
。

※
２　

国
保
法
44
条
に
よ
る
一

部
負
担
金
の
減
免
＝
災
害
・
事

業
の
休
廃
止
・
失
業
・
生
活
困

窮
な
ど
の
場
合
、
医
療
費
の
一

部
負
担
金
が
減
免
さ
れ
る
制

度
。
こ
れ
ま
で
も
国
保
法
上
の

規
定
は
あ
っ
た
が
、
実
施
主
体

で
あ
る
市
町
村
が
条
例
を
整
備

し
て
い
な
い
こ
と
や
、
予
算
措

置
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
適
用
例
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
協
会
は
、
社
会
保
障
推

進
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
、
市

町
村
に
条
例
の
整
備
を
求
め
る

と
と
も
に
、
国
に
も
財
政
措
置

を
行
う
よ
う
に
要
求
。
国
は

10
、
11
年
度
で
、
適
用
と
な
る

三
つ
の
条
件
を
示
す
と
と
も

に
、
減
免
費
用
の
２
分
の
１
を

国
が
負
担
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

加
入
者
「
高
す
ぎ
て
保
険
料
払
え
な
い
」

自
治
体
「
国
庫
負
担
を
増
や
す
べ
き
」

2010年国保自治体アンケート

保険証未交付 過去最悪に保険証未交付 過去最悪に

が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る

会
」（
憲
法
県
政
の
会
、
代

表
幹
事
・
武
村
義
人
協
会
副

が
、
世
界
的
に
は
太
陽
光
・

風
力
・
気
液
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急

増
し
て
い
る
と
説
明
。
ド
イ

ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク
の
住
民
所

有
の
風
力
発
電
設
備
な
ど
を

紹
介
し
な
が
ら
、
市
民
参
加

・
地
域
主
導
で
設
備
導
入
を

進
め
れ
ば
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
飛
躍
的
に
普
及
し
、
地

域
産
業
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
と
し
て
、「
市
民
が
変

わ
れ
ば
地
域
が
変
わ
り
、
国

・
世
界
が
変
わ
る
」
と
、
脱

原
発
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、「
電
力
兵
庫
の
会
」

の
松
崎
保
実
氏
が
「
福
井
の

原
発
と
兵
庫
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
報

告
し
、
福
井
県
に
あ
る
原
発

の
概
要
と
、
兵
庫
県
内
の
太

陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

や
助
成
制
度
を
紹
介
し
た
。

　

２
０
１
３
年
の
県
知
事
選

挙
で
、
憲
法
に
も
と
づ
く
憲

政
の
実
現
を
め
ざ
す
「
憲
法

理
事
長
）
が
、
８

月
27
日
に
神
戸
市

内
で
学
習
会
「
脱

原
発
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
中
心
の
社

会
へ
」
を
開
催
し

た
。
日
本
環
境
学

会
会
長
の
和
田
武

氏
が
講
演
し
、
会

場
い
っ
ぱ
い
と
な

る
１
２
０
人
が
参

加
し
た
。

　

和
田
氏
は
、
日

本
は
温
暖
化
対
策

を
理
由
に
原
発
を

推
進
し
て
き
た

会場いっぱいの120人が参加した

憲
法
県
政
の
会
が
脱
原
発
学
習
会

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
社
会
へ
」

和
田
・
日
本
環
境
学
会
会
長
が
講
演

2005年 06年 07年 08年 09年 10年

5.9%5.9% 5.9%5.9%

5.7%5.7%

5.9%5.9%

6.6%6.6%

6.8%6.8%

1.0%1.1%
0.7%0.9%0.9%0.9%

7.0%

6.1%
5.6%

4.1%4.2%4.4%

10年09年08年07年06年2005年

資格証明書短期保険証

図１　保険証未交付率は過去最悪の6.8％

図２　短期証の発行状況も過去最悪の７％

注１：減免率は、保険証交付世帯数における減免世帯数の割合。
注２： 保険証の更新のない自治体については減免世帯数のみ実数で表記し、

合計欄の減免率計算には含めていない。
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患
者
を
追
い
込
ま
な
い

セ
ル
フ
ケ
ア

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
７
月
30

日
、
第
26
回
支
部
総
会
を
開

催
。「
楽
し
い
褥
瘡
対
策
チ
ー

ム
を
た
ち
あ
げ
よ
う
！
」
を
テ

ー
マ
に
神
戸
協
同
病
院
副
院
長

の
石
川
靖
二
先
生
が
記
念
講
演

し
、
72
人
が
参
加
し
た
。
役
員

改
選
で
は
、
新
た
に
桃
井
健
仁

先
生
、
広
田
勝
之
先
生
を
評
議

員
に
選
出
し
た
。
広
田
先
生
の

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

褥瘡ケアの工夫が紹介された

　

今
ま
で
褥
瘡

は
暗
い
イ
メ
ー

ジ
と
さ
れ
て
き

た
。
脳
梗
塞
、

糖
尿
病
な
ど
を

有
す
る
高
齢
者

が
寝
た
き
り
に

な
り
、
栄
養
状

態
も
悪
く
て
、

そ
の
上
に
長
時

間
圧
迫
さ
れ
た

部
位
の
循
環
不

全
を
も
た
ら

し
、
局
所
組
織

壊
死
と
潰
瘍
が

形
成
さ
れ
た
状

態
。
在
宅
と
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
入
所
者
に
見
ら
れ
る
。

い
っ
た
ん
褥
瘡
が
発
生
し
た

ら
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
。
毎

日
回
診
す
る
時
に
、
ス
タ
ッ
フ

が
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
、
石
川
先
生
の
講

演
会
「
楽
し
い
褥
瘡
対
策
チ
ー

ム
を
た
ち
あ
げ
よ
う
！
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
褥
瘡
に

対
す
る
古
い
観
念
が
改
ま
っ

た
。

　

ま
ず
、
褥
瘡
対
策
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
で
き
る
だ
け
楽
し

く
、
明
る
く
学
ん
で
治
療
し
て

い
く
。

　

そ
の
中
で
、
特
に
感
銘
し
た

の
は
、「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
哲
学
」
の

観
念
。
一
つ
目
は
遊
び
心
を
忘

れ
な
い
。
二
つ
目
は
、
お
客
様

を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
。
三
つ
目

は
、
お
客
様
と
向
き
合
う
。
四

つ
目
は
、
態
度
を
選
ぶ
。
す
ば

ら
し
い
哲
学
だ
と
思
わ
れ
る
。

褥
瘡
治
療
の
従
来
の
暗
い
雰
囲

気
を
一
転
さ
せ
た
。

　

治
療
チ
ー
ム
が
楽
し
い
気
持

ち
で
寝
た
き
り
の
患
者
と
向
き

合
う
こ
と
は
、
ま
る
で
暗
闇
に

一
線
の
光
が
差
し
た
感
じ
、
患

者
と
ス
タ
ッ
フ
全
体
に
希
望
と

目
標
を
生
み
出
し
た
。

　

傷
の
治
療
の
新
し
い
知
識
も

紹
介
さ
れ
た
。
褥
瘡
が
治
癒
す

る
ま
で
に
黒
色
期
、
黄
色
期
、

赤
色
期
、
白
色
期
な
ど
の
時
期

を
た
ど
っ
て
く
る
。
し
か
も
各

時
期
に
使
用
す
る
軟
膏
も
違

う
。

　

そ
の
他
、
自
己
考
案
さ
れ
た

ゴ
ム
輪
結
紮
法
、
シ
ー
ト
ン
結

紮
法
の
応
用
も
実
践
的
だ
っ

た
。

　

主
催
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

 

【
宍
粟
市　

広
田　

勝
之
】

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
８
月
７

日
、
映
画
「
ミ
ツ
バ
チ
の
羽
音

と
地
球
の
回
転
」
上
映
会
＆
学

習
会
を
市
民
公
開
で
開
催
し
、

１
０
５
人
が
参
加
し
た
。
学
習

会
で
は
、
協
会
環
境
・
公
害
対

策
部
長
の
森
岡
芳
雄
理
事
が

「
福
島
原
発
〜
一
般
病
院
の
小

児
科
医
が
想
定
す
る
放
射
線
被

害
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
原
発
建
設
反

対
運
動
を
続
け
て
い
る
山
口
県

祝
島
（
い
わ
い
し
ま
）
の
島
民

と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に

取
り
組
む
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人

々
を
描
い
た
も
の
。
自
然
と
共

存
し
な
が
ら
生
活
を
営
む
島
の

対
岸
、
山
口
県
上
関
に
１
９
８

２
年
に
持
ち
上
が
っ
た
原
発
建

設
計
画
に
立
ち
向
か
う
島
民

に
、
中
国
電
力
担
当
者
が
「
原

発
は
絶
対
壊
れ
ま
せ
ん
」
と
強

棄
物
問
題
な
ど
、
原
発
が
抱
え

る
問
題
点
に
つ
い
て
も
幅
広
く

解
説
し
、
原
発
は
も
う
や
め
に

す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
原
発
政

策
を
進
め
て
き
た
ツ
ケ
の
大
き

さ
に
身
震
い
し
て
い
る
」「
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
を
見
習
わ
な
く
て

は
」
な
ど
の
感
想
が
多
数
寄
せ

ら
れ
た
。

調
す
る
様
子
に

は
、
会
場
か
ら

驚
き
の
声
が
上

が
っ
た
。

　

森
岡
先
生

は
、
福
島
第
一

原
発
事
故
で
汚

染
は
広
が
っ
て

お
り
、
今
後
放

射
線
に
よ
る
健

康
被
害
が
出
て

く
る
と
危
険
性

を
強
調
。
不
完

全
な
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
や
解
決

し
て
い
な
い
廃

多数の市民が参加し、原発への関心の高さを示した

　

今
回
は
足
立
先
生
よ
り
医
療

安
全
管
理
対
策
に
つ
い
て
、
大

変
わ
か
り
や
す
く
面
白
く
お
話

し
て
い
た
だ
い
た
。
会
場
に
は

衛
生
士
や
歯
科
助
手
な
ど
、
女

性
の
方
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

足
立
先
生
よ
り
「
医
療
安
全
管

理
を
一
番
わ
か
っ
て
い
な
い
人

は
Dr
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い

た
の
を
証
明
す
る
か
の
よ
う

に
。

　

歯
科
医
院
で
よ
く
使
わ
れ
る

ロ
キ
ソ
ニ
ン
に
よ
り
、
難
治
性

喘
息
発
作
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
こ
と
な
ど
、
教
え
て

い
た
だ
い
た
。

　

全
身
管
理
に
心
得
の
あ
る
口

腔
外
科
医
な
ら
、
麻
酔
や
薬
剤

に
よ
る
緊
急
の
出
来
事
に
対
し

て
も
十
分
に
冷

静
な
対
応
が
で

き
る
で
あ
ろ
う

が
、
多
く
の
歯

科
医
は
日
常
の

診
療
に
お
い
て

全
身
管
理
を
行

っ
て
い
な
い
た

め
、
い
ざ
全
身

的
な
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
る
と
動

揺
し
、
対
応
に

苦
慮
す
る
だ
ろ

う
。
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
と

言
っ
て
は
い
け

な
い
だ
ろ
う

が
、
全
身
管
理
は
経
験
が
な
い

と
頭
だ
け
で
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
か
ら

感
染
性
心
内
膜
炎
な
ど
考
え
も

し
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
う

い
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と

に
び
っ
く
り
し
た
。

　

個
人
経
営
が
多
い
歯
科
医
院

で
は
病
院
と
違
い
、
全
て
自
分

で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

非
常
に
難
し
い
場
面
に
も
遭
遇

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

年
々
新
た
な
タ
イ
プ
の
リ
ス
ク

が
発
生
す
る
。

　

そ
の
た
め
、
新
し
い
情
報
を

日
々
取
り
入
れ
る
た
め
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
、
最
善
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き

る
よ
う
勉
強
し
て
お
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

【
中
央
区
・
歯
科

 
山
之
内
哲
治
】

　

「
患
者
を
追
い
込
ま
な
い
セ

ル
フ
ケ
ア
」。
こ
の
言
葉
に
衝

撃
を
受
け
た
。
今
ま
で
患
者
の

や
る
気
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
テ
ク

　

歯
科
部
会
は
７
月
24
日
、
定
例
研
究
会
「『
予
防
力
』
を
強

化
す
る
プ
ロ
ケ
ア
の
新
コ
ン
セ
プ
ト
」
を
開
催
。
東
京
都
港
区

・
高
輪
歯
科
院
長
の
加
藤
正
治
先
生
を
講
師
に
、
会
員
・
ス
タ

ッ
フ
ら
95
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

ニ
ッ
ク
を
上
げ
る
こ
と
が
、
歯

科
衛
生
士
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ

で
あ
り
、
口
腔
内
環
境
を
整
え

る
近
道
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
患
者
次
第
で
あ

る
し
、
ま
し
て
や
高
齢
者
や
手

指
の
不
自
由
な
人
に
高
い
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
技
術
を
求
め
る
の
は

難
し
い
。

　

そ
れ
が
ド
ラ
ッ

グ
リ
テ
ー
ナ
ー
に

リ
ナ
メ
ル
を
プ
ラ

ス
し
て
除
菌
効
果

を
活
用
す
る
と
、

ブ
ラ
シ
の
届
か
な

い
部
位
に
も
、
楽

に
歯
肉
の
改
善
が

期
待
で
き
る
。
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

で
患
者
を
追
い
込

ま
な
い
セ
ル
フ
ケ

ア
を
提
供
で
き
る

と
の
こ
と
な
の

だ
。

　

次
に
、
プ
ロ
ケ

患者のセルフケアについて学んだ

ア
と
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
予

防
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
す
と
い
う
考
え
方
に
つ
い

て
。

　

私
は
今
ま
で
現
状
維
持
が
中

心
で
、
例
え
ば
ス
テ
イ
ン
の
場

合
な
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

や
食
事
指
導
、
ま
た
は
来
院
間

隔
を
短
く
し
て
対
応
し
て
い

た
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｄ
ゲ
ル
で
歯
面

を
傷
つ
け
ず
化
学
的
清
掃
し
、

リ
ナ
メ
ル
と
ポ
ス
カ
を
併
用
す

る
こ
と
で
、
来
院
す
る
た
び
に

ス
テ
イ
ン
が
つ
き
に
く
く
な

り
、
そ
の
上
、
歯
質
は
強
化
さ

れ
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
予
防

力
が
向
上
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

具
体
的
に
ホ
ー
ム
ケ
ア
用
品

を
、
個
別
に
薬
の
よ
う
に
処
方

す
る
方
法
も
興
味
深
い
。

　

や
は
り
患
者
も
術
者
も
、
楽

に
効
果
が
出
る
方
法
に
出
会
え

た
方
が
幸
せ
で
あ
る
。
ケ
ア
に

必
要
な
金
額
や
予
防
に
対
す
る

考
え
方
も
、
患
者
さ
ん
と
よ
く

話
し
合
い
な
が
ら
押
し
付
け
に

な
ら
ぬ
よ
う
行
わ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
、
楽
で
よ
り
良
い
方
法
を
提

供
で
き
た
ら
と
思
っ
た
。

【
北
区
・
井
尻
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク　

歯
科
衛
生
士

 

小
曽
根
直
枝
】

楽しい気持ちで
褥瘡に向き合う

感
想
文

原発が抱える
問題を実感　

　

歯
科
部
会
は
、
７
月
31
日
に

医
療
安
全
管
理
対
策
研
究
会
を

開
催
。
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大

学
部
の
足
立
了
平
教
授
を
講
師

に
、
75
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

最新情報を取り入れた
リスクマネジメントを

感
想
文

歯科医療安全管理対策研究会歯科医療安全管理対策研究会

全身管理との関わりなど歯科に必要な知識を説明

感 想 文
歯
科
定
例
研
究
会

［第４回］９月23日（金・祝）10時30分～12時30分　「処置」「手術」
［第５回］10月９日（日）　　 10時30分～12時30分　「歯周疾患」
　会　場　協会会議室　　参加対象　会員のみ　　参加費　無料
※保団連発行「歯科保険診療の研究2010年４月版」をご持参ください

歯科社保学習会＆減点・返戻事例検討会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809　本田まで

食生活と歯の健康食生活と歯の健康
～歯科医院は予防医療の最前線～～歯科医院は予防医療の最前線～

日　時　10月９日（日）14時～16時　会　場　県農業会館11階大ホール

講　師　幕内　秀夫先生（写真）

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民公開講座

　「フーズ＆ヘルス研究所」代表。社員食堂改革、プロスポー
ツ選手の個人指導、保育園・幼稚園の給食改革などを行う。帯
津三敬病院において食事相談を行う。

参加費　500円　　　定　員　400人（事前申込制）
共催　兵庫県保険医協会、保険医協会・女性医師歯科医師の会、兵庫県民主医療機関連合会
協賛　兵庫県歯科医師会、兵庫県歯科技工士会、兵庫県歯科衛生士会　後援　神戸新聞社

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで



•うつ病等の精神障害による就業不能も補償
•入院は１日目から、自宅療養は５日目から補償
•再発も含めて通算１０００日補償
•地震などの天災によるケガも補償

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高５０００万円の高額保障
■ 配偶者１０００万円のセット加入あり

■ ライフプランに合わせていつでも
　 増額･減額できます
■ 医師による診査はありません

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

!

２０１１年(平成２３年)９月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６６４号（５）

樋
口　

陽
一　

著

い
ま
、
憲
法
は

「
時
代
遅
れ
」
か

　

今
ま
で
読
ん
だ
文
章
の
中
で

も
日
本
国
憲
法
前
文
は
格
調
高

く
、
こ
の
憲
法
が
制
定
さ
れ
た

時
の
状
況
と
憲
法
作
成
に
努
力

さ
れ
た
人
々
の
情
熱
と
努
力
を

思
い
、「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界

の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と

欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う

ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
」
を
読
む

と
、
誇
ら
し
さ
で
自
然
に
涙
が

出
て
き
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
日
本
国
憲
法
の
精
神
を
、

私
た
ち
は
実
現
し
て
き
た
で
し

ょ
う
か
。
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
、
こ
の
国

の
あ
り
か
た
と

未
来
が
問
わ
れ

て
い
る
今
こ

そ
、
わ
た
し
た

ち
は
国
の
最
高

法
規
で
あ
り
、

そ
の
精
神
が
国

際
的
に
も
注
目
さ
れ
る
憲
法
に

つ
い
て
、
も
う
一
度
勉
強
し
な

お
す
時
に
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

自
由
の
究
極
の
形
で
あ
る
万

人
の
万
人
へ
の
戦
い
と
リ
バ
イ

ア
サ
ン
と
し
て
の
国
家
、
ル
ソ

ー
の
『
社
会
契
約
論
』、
無
知

の
ベ
ー
ル
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す

る
ロ
ー
ル
ズ
の
『
正
義
論
』、

議
論
を
通
じ
て
よ
り
高
み
を
目

指
す
サ
ン
デ
ル
の
『
こ
れ
か
ら

正
義
の
話
を
し
よ
う
』
な
ど
を

思
い
出
さ
せ
る
、
す
ば
ら
し
い

憲
法
入
門
書
で
す
。

　

「
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ
（
公
共

社
会
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一

つ
と
し
て
、
山
梨
学
院
大
学
法

科
大
学
院
で
の
「
比
較
憲
法
及

び
現
代
社
会
論
」
の
講
義
を
下

敷
き
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
目
次
を
示
し
ま
す
。

Ⅰ
・
非
・
常
識
に
対
し
て
常
識

を
、
常
識
に
対
し
て
反
・
常
識

を
言
う
必
要
／
Ⅱ
・「
自
然
」

の
集
団
と
「
人
為
」
の
個
人
／

Ⅲ
・「
リ
ベ
ラ
ル
」
＝
社
会
民

主
主
義
Ｖ
Ｓ
「
リ
ベ
ラ
ル
」
＝

市
場
主
義
／
Ⅳ
・「
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
決
め
る
」
自
由

と
、
し
か
し
侵
し
て
は
な
ら
な

い
「
人
間
の
尊
厳
」／
Ⅴ
・
競

争
を
制
限
し
て
護
る
べ
き
も
の

／
Ⅵ
・「
55
年
体
制
」
は
悪
か

っ
た
だ
け
か
／
Ⅶ
・「
市
民
」

は
「
国
民
」
の
代
役
に
な
る
か

発行　平凡社
価格1500円（税抜）

洲
本
市
・
歯
科　
　

藤
原　

知

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
や
が
て
、
大
脳
の

「
機
能
局
在
」マ
ッ
プ
を
書
き
換
え
る
か

　

読
み
書
き
に
加
え
て
、
あ
る

い
は
読
み
書
き
は
さ
て
置
き
、

タ
ッ
チ

4

4

4

す
る
人
間
の
方
が
、
読

み
書
き
す
る
だ
け
の
人
間
よ
り

急
速
に
増
え
て
き
た
。

　

携
帯
電
話
に
始
ま
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
型
電
子

機
器
は
、
大
津
波
の
よ
う
な
早

や
技
で
、
日
本
列
島
に
襲
来
し

て
日
本
を
占
領
し
た
。

　

そ
の
勢
い
に
ア
ナ
ロ
グ
的
な

日
常
の
営
み
は
急
速
に
萎
ん

だ
。
そ
し
て
パ
ネ
ル
タ
ッ
チ
す

る
デ
ジ
タ
ル
主
導
の
日
常
が
取

っ
て
代
わ
っ
た
。

　

タ
ッ
チ
す
る
と
い
う
指
動
作

が
日
常
化
さ
れ
る
社
会
現
象
的

現
実
を
受
け
て
、
大
脳
皮
質
に

描
か
れ
る
「
機
能
局
在
」
の
マ

ッ
プ
も
、
示
指
の
動
き
と
、
そ

れ
に
伴
う
目
の
動
き
や
、
そ
の

時
の
姿
勢
、
そ
し
て
さ
ら
に
は

心
構
え
ま
で
も
を
映
し
て
、
そ

の
マ
ッ
プ
は
大
胆
に
描
き
直
さ

れ
て
い
く
。
運
動
野
・
体
性
知

覚
野
、
統
合
中
枢
、
そ
し
て
そ

れ
ら
を
結
ぶ
神
経
路
も
、
そ
の

シ
ナ
ッ
プ
仕
様
の
変
更
を
受
け

て
、
新
た
な
神
経
路
が
形
成
さ

れ
て
い
く
。

　

し
か
し
歯
科
学
は
そ
こ
に
留

ま
ら
な
い
。

　

奥
歯
を
噛
み
し
め
、
息
を
こ

ら
し
て―

―

た
と
え
軽
く
で
あ

っ
て
も―

―

パ
ネ
ル
タ
ッ
チ
す

る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

　

歯
牙
は
元
々
、
弾
性
繊
維
に

豊
富
に
含
む
、
強
靭
な
結
合
組

織
性
の
繊
維
束
（
シ
ャ
ー
ペ
イ

氏
の
繊
維
束
）
に
よ
っ
て
、
歯

槽
窩
内
に
懸
垂
さ
れ
て
存
在
す

る
。
こ
れ
は
噛
む
こ
と
を
本
領

と
す
る
歯
牙
が
、
咀
嚼
圧
の
変

動
に
自
在
に
対
応
し
得
る
た
め

の
絶
妙
の
仕
組
み
で
あ
る
。

　

歯
牙
と
歯
槽
窩
壁
を
結
ぶ
こ

の
繊
維
束
の
融
解
、
な
い
し
断

絶
が
い
わ
ゆ
る
歯
槽
膿
漏
の
基

本
的
な
病
態
で
あ
る
。

　

は
た
し
て
パ
ネ
ル
タ
ッ
チ
の

常
態
化
、
日
常
化
は
歯
牙
と
そ

の
周
辺
に
や
が
て
何
を
も
た
ら

す
か
。
シ
ャ
ー
ペ
イ
氏
繊
維
束

の
運
命
は
ど
う
な
る
の
か
、
依

然
と
し
て
傷
害
の
外
に
あ
り
得

る
の
か
。
今
は
ま
だ
誰
も
知
ら

な
い
。
し
か
し
私
に
は
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

赤
穂
と
言
え
ば
忠
臣
蔵
が

有
名
で
す
が
、
今
回
は
私
の

医
院
が
あ
る
坂
越
（
Ｊ
Ｒ
播

州
赤
穂
駅
の
一
つ
手
前
）
の

町
を
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。

　

江
戸
時
代
に
は
海
運
業
と

漁
業
が
盛
ん
で
、
医
院
そ
ば

に
あ
る
坂
越
港
か
ら
塩
を
船

で
運
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
０
０
メ
ー
ト
ル
沖
合
に

は
ひ
ょ
う
た
ん
形
を
し
た
生い

き

島し
ま

と
い
う
島
が
浮
か
び
、
元

日
に
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
の
く

び
れ
の
所
か
ら
朝
日
が
昇
る

姿
は
、
と
て
も
美
し
い
で

す
。

　

夏
休
み
に
入
る
と
小
学
校

の
海
洋
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
明
治
時
代
に
始
ま
っ

た
海
上
運
動
会
が
起
源
と

か
。
６
年
生
児
童
が
海
岸
か

ら
生
島
ま
で
往
復
遠
泳
す
る

も
の
で
、
教
師
・
親
・
Ｏ
Ｂ

・
地
元
民
が
協
力
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
私
も
例

年
、
学
校
医
と
し
て
船
に
乗

り
同
行
し
ま
す
。
前
日
、
Ｃ

Ｐ
Ｒ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
。
今
回
も
カ
キ
で
足

を
切
っ
た
り
ク
ラ
ゲ
に
刺
さ

れ
た
り
で
済
み
、
や
れ
や
れ

で
し
た
。

　

10
月
に
な
る
と
大お

お
さ
け避
神
社

の
船
渡
御
祭
。
こ
れ
は
江
戸

時
代
に
始
ま
り
、
瀬
戸
内
海

三
大
船
祭
の
一
つ
と
し
て
毎

年
第
２
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
御
神
体
を
御
輿
に
担
い

で
海
岸
ま
で
運
び
、
御
輿
船

に
乗
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ

ん
ど
し
姿
の
漕
ぎ
手
が
乗
る

櫂か
い

伝て
ん

馬ま

と
い
う
２
そ
う
の
船

に
引
か
れ
て
港
を
１
周
し
、

生
島
に
上
陸
す
る
と
い
っ
た

も
の
で
す
。
夕
闇
迫
る
中
、

船
が
港
に
戻
っ
て
く
る
際
に

は
、
か
が
り
火
が
灯
さ
れ
、

と
て
も
幻
想
的
で
す
。

　

最
後
に
食
べ
物
の
話
。
何

と
言
っ
て
も
冬
の
味
覚
の
カ

キ
で
す
。
個
人
的
に
は
殻
つ

き
で
焼
い
た
の
が
好
き
で
す

が
、
海
の
駅
で
は
鍋
料
理
も

味
わ
え
ま
す
。
地
元
、
奥
藤

商
事
の
造
る
地
酒「
忠
臣
蔵
」

と
も
、
よ
く
あ
い
ま
す
よ
。

　

古
い
町
並
み
の
残
る
坂

越
、
ぜ
ひ
一
度
散
策
あ
れ

（
坂
越
駅
に
地
図
あ
り
）。

自 慢自 慢

地 

元
自 慢自 慢自 慢自 慢

私
の

⑫

★★

歴史を感じて
わが町 坂

さ

越
こし

姫路・西播支部　澤田　周

ふんどし姿の男たちが
勇ましい船渡御祭　　

〈患者〉国保・男性
〈診療年月〉2010年10月
〈傷病名並びに診療開始月〉
　高尿酸血症、水腎症　03年５月
　不眠症　09年２月
　ウェルニッケ脳症の疑い　09年５月
　肝硬変、黄疸　09年８月
　難治性逆流性食道炎　09年９月
　肝癌の疑い　10年10月
〈実日数〉２日
〈請求内容〉

（12）再診料・明細書発行体制等加算
 70×２
　　外来管理加算 52×２
（13）薬剤情報提供料 10×１
　　特定疾患療養管理料 225×１
（21）ノクスタール錠0.25㎎１錠 １×49
　　EPLカプセル250㎎４cap ４×49
　　アイデイト錠100㎎１錠
　　ラシックス錠20㎎
　　アルダクトンA錠25㎎
　　オメプラール錠「トーワ」10㎎１錠
 10×49
　　調剤料 ９×２
（25・26）処方料・麻毒・長期投薬加算
 153
（32）静脈内注射 30×２
　　ネオファーゲンC静脈注20ml

　　アスコルビン酸注射液100㎎１管
　　ナイロジン注10ml 19×２
（50）血液学的検査、生化学的検査　
　　（１）・（２）（項目省略）
　　超音波検査 1237

〈減点内容〉
　保険者からの「病名からアルダクトン
Ａ錠25㎎の算定いかがでしょうか」との
再審査申出により減点。10×49→８×49
〈主治医のコメント〉
　肝硬変の病名でアルダクトン（25）１
Ｔ／日が認められないことは納得できな
い。
〈協会コメント〉
　アルダクトンA錠やラシックス錠が投
与されていることから、「肝硬変（非代
償性）」であると判断できますので、本
来であれば請求は認められるべきであ
り、保険者からの申し出を安易に容認し
た査定であると考えます。投与された理
由を記載して、ぜひ再審査請求してくだ
さい。
　なお、最近は適応病名がない場合には
査定される傾向が強くなっていますの
で、今後は傷病名を「非代償性肝硬変」
とされることをおすすめします。
〈再審査請求結果〉
　復活

アルダクトン錠の減点復活事例

第20回日常診療経験交流会プレ企画

日　時　10月８日（土）17時30分～19時30分
会　場　県農業会館11階大ホール　　定　員　400人（要事前申込）
講　師　立命館大学名誉教授・国際平和ミュージアム名誉館長　安齋育郎先生
　　　　（専門は放射線防護学）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

安齋育郎先生
市民公開講座 福島原発事故による放射能災害と私たちの生活
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から
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－保険診療のてびき・646－

第19回
日常診療
経験交流会
演題より

はじめに
　2009年の第18回日常診療経験交流会の
話題提供「日常診療での〈ABCDE〉リ
スク評価による高血圧症通院者の健康管
理の検討」で、当院高血圧者任意抽出
100人について、A（Age）、B（Blood 
Pressure）、C（CKD）、D（Drugs）、E
（etc：癌・高血圧・糖尿病の合併）に
関する報告を行った。
　その中で、慢性疾患通院者の健康管理
のマンネリ化を避け、質を高めるため
に、①受診者の予後についての自院での
データを持つこと、②合併症・併発症な
ど自院でのデータを持つこと、③日常診
療の実感を数値化すること、④同時に高
血圧症診療ではCKD概念を活用すること
は有用であることを示した。
　上記について、１年後の変化とリスク
ファクターについての検討を行うことに
した。

目的と方法
　今回は日常診療に役立てることを目的
に、前回対象者についてCKD患者を中心
に
Ⅰ ．１年後の状況（2010年７月末時点）の
　①中断とその原因
　②CKD者の全体に占める比率
　③非CKD・CKD者の１年後の血圧コン
トロール状況を比較した。
Ⅱ ．現在通院中88人の非CKD者59人・
CKD者29人に対し、
　①脂質異常症
　②糖尿病合併
　③高尿酸血症
　それぞれの合併の実際について調査を
行った。

対象
　2009年４～６月高血圧にて受診した男
性38人、女性62人、計100人を任意抽
出。平均年齢70歳（当時）。
　男性平均年齢　71歳・49～94歳
　女性平均年齢　70歳・45～98歳
　１年後の状況（2010年７月末時点）　

結果
（図１～13に示す）
Ⅰ．１年間の経過について
　①昨年調査100人中１年後の中断12人
の内容は、CKD者で死亡が肝癌・脳出血
・COPD各１人。入院中が心筋梗塞１
人、誤嚥性肺炎各１人、非CKD者では死
亡なく、入院が総胆管結石・骨折・転居
それぞれ１人、認知症で施設入所・不明
がそれぞれ２人であった。
　②88人中CKD者は29人（33％）であっ
た。
　③非CKD者は昨年度調査では血圧
140/90未満コントロールが78％、本年は
83％。CKD者は昨年度調査では血圧
130/80未満コントロールが28％、本年は
41％であった。
Ⅱ ．通院中88人の非CKD群59人・CKD群
29人について
　①脂質異常症合併では非CKD者が39

％、CKD者が41％であった。
　②脂質異常症併発者に対する改善薬使
用は、CKD者38％、非CKD者29％であっ
た。
　③糖尿病合併では非CKD者が20％、
CKD者が14％であった。
　④高尿酸血症合併では非CKD者が７
％、CKD者が41％であった。
　⑤高尿酸血症合併ではCKD者に限れば
男性67％、女性33％であった。

まとめ
　①高齢者も多く年間数パーセントの死
亡をあわせて１割余りの中断があり、個
々の予後を想定しながら対応すること
は、慢性疾患の健康管理をすすめる上で
大切と考えられた。
　②１年後の降圧管理目標の達成は昨年
に比してすすんでいる。一律な降圧目標
の設定は適切でないが、降圧実績を数値
で確認することで、より降圧目標を追求
した診療内容へと反映できる。
　③CKDについて、ネフローゼタイプ・
腎障害タイプと分けて脂質異常の検討を
考慮したが、例数が少ないため両タイプ
の検討は行わなかった。
　④脂質異常症併発者に対する薬物治療
はCKD者に多くみられた。
　⑤糖尿病は、CKD・非CKDに合併につ
いて差はみられなかった。より多くの件
数で年齢別での比較が必要と考えられ

当院の高血圧と合併するCKD通院者にみられる
脂質異常症をはじめとするリスクファクターの検討

西宮市　広川内科クリニック　 広川　恵一

図１　対象

高血圧通院88人 平均年齢71歳
男性33人平均年齢71歳　女性55人平均年齢71歳

0

3
5 5

9

16

12

16

6

13

1
2

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18

男性33人 女性55人
40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代

図３　全88人のeGFR値について

第３期以上の腎障害24人･29%

（人）

第４期15～30未満　３人 第３期30～60未満　21人
第２期60～90未満　40人 第１期90以上　　　19人
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図２　 昨年調査100人のうち１年後の中
断12人の内容

2010年７月末

肝癌・死亡１人・CKD

（人）

1 1 1 1 1 1
１2

2
1

脳出血・死亡１人・CKD
COPD・死亡１人・CKD
心筋梗塞１人・CKD
誤嚥性肺炎１人・CKD
総胆管結石１人
認知症２人
骨折１人
転居１人
不明２人
現在通院中88人88

図５　 非CKD群について140/90未満の占
める割合　2009年と2010年のコン
トロール状況の比較
2009年64人 2010年59人

140/90未満50人
140/90以上14人

140/90未満49人
140/90以上10人
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図４　全88人の尿蛋白の状態

尿蛋白（+）以上９人･18%

（人）
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図７　CKD者29人の脂質異常症合併
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図６　 CKD群について130/80未満の占め
る割合　2009年と2010年のコント
ロール状況の比較
2009年36人 2010年29人

130/80未満10人
130/80以上26人

130/80未満12人
130/80以上17人
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図９　 CKD･非CKD者への脂質異常症改
善薬使用状況

CKD群29人 38％に使用 非CKD群59人 29％に使用
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図８　 CKD者29人･非CKD者59人の脂質
タイプ分類
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図11　 CKD者29人･非CKD者59人の高尿
酸血症合併状況
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図10　 CKD者29人･非CKD者59人のDM
合併状況
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図13　 男CKD者9人･女性CKD者15人に
ついて高尿酸血症の合併の実際

0

6
8

2
4

10
12
14
16 100

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

高尿酸血症
非高尿酸血症

高尿酸血症
非高尿酸血症

男性９人 女性15人 男性９人 女性15人

3
10

3
10

6 5

6

5

（％）（人）

図12　 男性33人･女性55人について高尿
酸血症合併の実際
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る。
　⑥高尿酸血症は、日常診療の実感に一
致して多くCKDに合併し、またその増悪
因子であるが、その成り立ちから考え
て、対応の検討が必要と考える。
　⑦他のリスクファクターとCKDを軸に
意識した健康管理は、薬剤副作用を防ぐ
ためにも大切である。

　⑧自院での日常診療での実感を数値化
して見直すことで、診療の質を高めるこ
とができる。
　⑨日々の高血圧診療は、経時的変化、
合併症の面でも実に変化と奥行きに富ん
だテーマであると考える。


